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露 つ
ゆ

橋 は
し

は
比
較
的
新
し
い
地
名
で
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
登

場
し
た
よ
う
で
す
。
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
露
橋
村
は
現
在
の
露
橋
学
区

と
広
見

ひ

ろ

み

学
区
の
一
部
を
占
め
る
小
規
模
な
村
で
し
た
。
村
内
に
は
北
か

ら
笈 お

い

瀬
川

せ

が

わ

が
流
れ
、
東
西
に
は
水
路
・
三
間
杁
筋

さ
ん
げ
ん
い
り
す
じ

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

（現
在
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
山
王

さ
ん
の
う

通
ど
お
り

に
な
っ
て
い
ま
す
）。 

尾
張
藩

お
わ
り
は
ん

が
１
６
７
０
年
ご
ろ
に
村
々
を
調
査
し
た
『
寛
文
村
々

か
ん
ぶ
ん
む
ら
む
ら

覚
書

お
ぼ
え
が
き

』

に
よ
る
と
、
２
７
軒
の
家
に
、
１
７
５
人
が
住
ん
で
お
り
、
馬
は
９
頭
と
あ

り
ま
す
。
同
じ
く
尾
張
藩
が
１
８
２
０
年
に
完
成
し
た
調
査
で
あ
る

『
尾
張
徇

お
わ
り
じ
ゅ
ん

行
記

こ
う

き

』
に
よ
る
と
、
４
４
軒
の
家
に
、
１
４
４
人
が
住
ん
で
い
ま

し
た
。
馬
は
０
頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
５
０
年
間
に
人
口
は
減
少
し
た
も

の
の
、
『
尾
張
徇
行
記
』
で
は
米
の
取
れ
高 だ

か

は
６
３
２
石 こ

く

と
な
っ
て
お
り
、

人
口
あ
た
り
の
取
れ
高
は
周
辺
の
村
に
比
べ
て
多
く
な
っ
て
お
り
余
裕
が

う
か
が
え
ま
す
。 

１
９
２
１
（
大
正
１
０
）
年
、
名
古
屋
市
中
区
と
な
り
、
１
９
３
７
（
昭

和
１
２
）
年
に
は
区
の
変
更
に
よ
り
中
村
区
に
、
さ
ら
に
１
９
４
４
（
昭
和

１
９
）
年
に
中
川
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
９
２
８
（
昭
和
３
）年
か
ら
中
川

な
か
が
わ

運
河

う

ん

が

の
開
削

か
い
さ
く

工
事
が
始
ま
り
大
規
模
な
区
画
整
理
が
行
わ
れ
現
在
の
街

並
み
の
基
礎
が
で
き
ま
し
た
。 

【
参
考
】『
地
図
で
み
る
露
橋
の
歴
史
』（
露
橋
小
学
校
開
校
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
）
、
『
名
古
屋
叢
書 

続
編 

第
１
巻
』
（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
）
、
『
名
古
屋
叢

書 

続
編 

第
４
巻
』（
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
） 

 
 

二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
二
月
作
成 

中
川
区
風
土
記 

露
橋
村
・
中
川
区 

名
古
屋
市
中
川
図
書
館 
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↓《図３》陸地測量部【大正 12
（1923）年】 

↓《図１》『地図でみる露橋の歴史』

から露橋周辺の村と現在の様子 

 現在と異なり、村々が非常に入

り組んでいる状況がわかります。 

←《図２》『尾張志付図』から露橋村

周辺【天保（1830～1844）年間】 

三間杁筋 


